
ＡＳＩＦ非会員 
5,000円 参加費 

車載組込みシステムフ ォーラム ２ ０ １ ３  

http://www.chubu.meti.go.jp/ 

中部経済産業局の施策をパネル
や資料により、紹介いたします。 

中部経済産業局ブース 
同時 
開催 

２０１３年１月２８日(月) 
  １０：００～１６：４０ 

     ACCESS 
          名古屋市中区栄３－１８－１ 
       ■交通案内 
       ・地下鉄東山線「栄」駅 サカエチカ８番出口徒歩７分 
       ・地下鉄名城線「矢場町」駅     ６番出口徒歩５分 
       ■URL：    

 http://www.nipc.city.nagoya.jp/designhall/ 

デザインホール 
ナディアパーク ３Ｆ 

ＡＳＩＦ会員 
無料 

17:00~19:00          定
員:100名 

交流会定員:100名 
17:00～19:00 
お気軽にご参加ください       

会場：レストラン宙（そら） 

（ナディアパークビジネスセンタービル 8F）  

交流会費          会員・非会員共に4,000円 

交流会 

日 時 

会 場 

定員 ３５０名 

ASIF   Automotive Embedded System Industry Forum 2013 

 車載組込みシステムフォーラム（ASIF：Automotive Embedded System Industry Forum）は、東海
地区の車載組込みソフトウェア産業を発展させることを目的として、2008年4月1日に設立されました。 
 勉強会、スキルアップセミナー、応用技術セミナーなど、人材や企業の育成のための活動を実施
しています。 
 今般、広く組込みシステムに関連する方々を対象として、車載組込みシステム技術に関する最新
動向などの情報共有と、関係企業等の交流を目的としたフォーラムを開催します。 

主催：車載組込みシステムフォーラム（ＡＳＩＦ）  
後援：独立行政法人情報処理推進機構 
    一般社団法人組込みシステム技術協会 中部支部 

    組込みシステム産業振興機構 

車載組込みシステムフォーラム（ＡＳＩＦ） 
http://www.as-if.jp 

http://www.nipc.city.nagoya.jp/designhall/
http://www.nipc.city.nagoya.jp/designhall/
http://www.as-if.jp/index.html
http://www.as-if.jp/
http://www.as-if.jp/
http://www.as-if.jp/


 
プログラム 

高田 広章 

ＡＳＩＦ活動紹介   
10:00-10:40 車載組込みシステムフォーラム会長 

名古屋大学大学院情報科学研究科 
附属組込みシステム研究センター長・教授 

専門セミナ１   
13:15-14:15 

トヨタ自動車株式会社 技術統括部  主査 

独立行政法人情報処理推進機構 
 技術本部セキュリティセンター 
 情報セキュリティ技術ラボラトリー 主任 

招待講演   
15:40-16:40 

「クラウドソーシングに基づく位置情報サービスとオープンデータの利活用」 
名古屋大学大学院 工学研究科 
 計算理工学専攻 基盤計算科学講座 
 先端情報環境グループ  教授 

車載組込みシステムフォーラム２０１３     参加申込書 

お名前 

ＡＳＩＦ 
会員状況 

会社名 
団体名 

部署名 

お役職 

TEL 

FAX 

E-mail(必須） 

□ＡＳＩＦ会員           □ＡＳＩＦ非会員 

〒 

■FAXから：下記に必要事項を記入の上、FAXにてお申込下さい。 
■E-mailから：下記の必要事項を記入の上、e-mailにてお申込下さい。 
本フォーラム聴講希望の方は事前登録が必要です。 
定員数になり次第、受付を締め切らせていただきますので、予めご了承下さい。 

 F  A  X: 052-204-1469 
 E-mail：monodukuri@cstc.or.jp 

交流会 

□参加する             □参加しない 

問い合わせ先：車載組込みシステムフォーラム（ＡＳＩＦ）事務局 
  公益財団法人中部科学技術センター イノベーション創出支援室  山本、松岡 
  TEL：052-231-6723   FAX：052-204-1469  E-mail：monodukuri@cstc.or.jp 

申込締切：２０１３年１月２１日（月） 

※本紙にご記入いただいた個人情報は、「車載組込みシステムフォーラム２０１２」に関わる業務以外での使用はいたしません 

どちらかにチェックして下さい 

どちらかにチェックして下さい 

ご住所 

基調講演   
10:45-11:45 

「車載ソフトウェア開発の変革に向けて」 
株式会社デンソー  技監 村山 浩之 氏 

「車載組込みシステム開発の現状とＡＳＩＦの活動」 

専門セミナ２   
14:20-15:20 

申込日：      年   月   日 

川本 雅之 氏  

中野 学 氏 

河口 信夫 氏 

「スマートコミュニティーが創る持続可能なエネルギー社会」 

「車載システムの情報セキュリティ」 

お申込み 

概要：車載組込みシステム業界における開発の現状に関する話題提供とＡＳＩＦの活動状況紹介 

概要：130万人以上が利用している、無線LAN に基づく位置推定とクラウドソーシングを利用した位置情報サービス
(Lockyプロジェクト)を紹介する。また、スマートホンを用いたユーザの状況や行動の推定技術、さらにオープ
ンデータの価値の最大化を目指して設立した、NPO法人位置情報サービス研究機構(Lisra)について述べる。 

概要：車載システムが発展していくうえでは、情報技術やネットワークの利活用が必須となる。この仕組みを安全に
機能させるためには、情報セキュリティについての検討が必要であるが、開発各社に独自性があり検討が困難
であるとの課題もある。本セミナでは、IPAの提案する「IPAカーによる脅威分析」を紹介すると共に、車載シス
テムセキュリティと似た悩みを持つ、制御システムセキュリティの現状についても説明する。 

概要：EVやPHVなどの次世代車両が普及するうえでの大きな課題は、廉価で環境に優しい電力を提供することであ
り、またその充電に伴う様々な技術的もしくは利便性上の課題を解決しなければならない。これらの課題を、電
力供給者側からでなく、生活者側からの視点で解決していくことが重要であり、そのひとつの試みとして豊田市
で実施している低炭素社会システム実証実験の具体的な取組み内容を紹介する。 

概要：車載ソフトウェアは、個々の電子システムの複雑化や大規模化に加えて、全体最適に向けたシステムの統合
化やインフラとの連携にどう対応していくのかという新たな課題に直面している。本講演では、国内外の標準化
動向も踏まえ、車載ソフトウェア開発の変革に向けたデンソーの取り組みや今後の課題について論じる。 


